
まちのわだい
　
12
月
10
日（
日
）、
わ
た
む

き
ホ
ー
ル
虹
で「
第
25
回
わ

た
む
き
合
唱
祭
」が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
町
内
で
活

動
す
る
９
つ
の
合
唱
団
が
、

そ
れ
ぞ
れ
ピ
ア
ノ
や
バ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
に
の
せ
て
す

て
き
な
コ
ー
ラ
ス
を
会
場
に
響
か
せ
て
お
り
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年
代
の
多
く
の
お
客
さ
ん
が
き

れ
い
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
音
楽
喫
茶
を
舞
台
と
し
て
、
歌
を
織

り
交
ぜ
た
劇
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
は
歌
に
合
わ
せ
た

ダ
ン
ス
を
見
て
い
る
と
き
の
手
拍
子
や
、劇
を
見
て
笑
っ

た
り
し
て
い
る
声

が
聞
こ
え
て
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
は「
い
つ

ま
で
も
『
合
唱
の

ま
ち　

日
野
』
で

あ
る
よ
う
に
」の
願

い
を
の
せ
た
紙
飛

行
機
が
飛
ば
さ
れ
、

わ
た
む
き
合
唱
祭

テ
ー
マ
ソ
ン
グ「
い

つ
も
心
に
」を
み
ん

な
で
一
緒
に
歌
い

ま
し
た
。

　

12
月
15
日（
金
）、
南
比
都
佐
小
学
校
で
２
年
生
に
よ

る「
日
野
菜
つ
け
も
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

登
下
校
や
学
習
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域

の
方
々
が
招
待
さ
れ
、
児
童
た
ち
が
作
っ
た
お
に
ぎ
り

と
５
種
類
の
日
野
菜
漬
け
が
ふ
る
ま
わ
れ
ま
し
た
。
学

校
で
育
て
て
収
穫
し
た
お
米
と
日
野
菜
を
使
っ
て
い
て
、

漬
け
方
は
お
家
の
方
や
地
域
の
方
に
教
わ
っ
た
そ
う
で

す
。

　

児
童
た
ち
は「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
！
」と
元
気
よ
く

お
客
さ
ん
を
迎
え
、
一
人
ひ
と
り
に
お
に
ぎ
り
、
日
野

菜
漬
け
、
日
野
菜
漬
け
の
レ
シ
ピ
集
、
手
書
き
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
を
渡
し
、
席
を
案
内
し
た
り
お
茶
を
い

れ
た
り
し
ま
し
た
。

　

児
童
に
感
想
を
聞
く
と「
準
備
は
大
変
だ
っ
た
け
ど
、

楽
し
か
っ
た
し
『
お
い
し
い
』
と
言
っ
て
も
ら
え
て
う

れ
し
か
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

12
月
23
日（
土
）、
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
で「
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
食
堂
ク
リ
ス
マ
ス
会
」が
開
催
さ
れ
、
町
内
の

子
ど
も
食
堂
を
は
じ
め
と
す
る
団
体
な
ど
が
多
数
出
店

さ
れ
、
町
内
外
か
ら
約
５
０
０
名
が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
」に
は「
包
括
的
な
」「
国
籍
・
年

齢
・
性
別
・
障
が
い
を
問
わ
な
い
す
べ
て
の
」と
い
う
意

味
が
あ
り
、
子
ど
も
食
堂
を
運
営
す
る
皆
さ
ん
の「
多
く

の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ど
な
た
で
も
来
て
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

壁
面
に
は
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
活
動
に
つ
い
て
掲
示

さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
ピ
ア
ノ
、
二に

胡こ

な
ど
の
演
奏
や

和
太
鼓
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
ー
ス
作
り

や
陶
芸
な
ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
射
的
や
カ
ロ
ム
な

ど
の
ゲ
ー
ム
体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
楽
し
い
企
画
が

あ
り
、
会
場
は
終
始
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も

 「
合
唱
の
ま
ち 

日
野
」
で

第
25
回
わ
た
む
き
合
唱
祭

あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を
伝
え
る

「
日
野
菜
つ
け
も
の

　
　
　
　
　
レ
ス
ト
ラ
ン
」

みんなで歌を歌って、
会場が一つになりました

み
ん
な
が
楽
し
い
、
う
れ
し
い

「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
食
堂

ク
リ
ス
マ
ス
会
」

♪

さくら漬け、えび漬け、塩こうじ漬け、
キムチ漬け、だしじょうゆ漬けの

5種類ありました

オムライスやお菓子などを
いただきました。

子どもも大人もうれしい♪

6広報ひの　2024.02



ひのっこひのっこだよりだより
町内の幼稚園や保育所・こども園、小・中
学校での子どもたちの様子や特色ある 
取り組みの内容を紹介していきます。

教育目標教育目標　豊かな心をもち、生き生きと遊ぶにしおおじっ子の育成
『○に こにこ　○し っかり　○お ○お きな　○じ しん』

教育目標教育目標　遊びいっぱい　笑顔いっぱい　学びいっぱい

西大路幼稚園西大路幼稚園

南比都佐幼稚園南比都佐幼稚園

◆問い合わせ先　子ども支援課　子ども支援担当　☎ 0748-52-6583

昭和27年に開園され、今年度は、３歳児６名、４歳児２名、５歳児７名の園児15名が在籍している小
規模の幼稚園です。綿向山をバックに西大路の恵まれた豊かな自然の中で、毎日元気に活動してい
ます。園児数が少ない分、より地域のさまざまな『人・もの・こと』との出会いを大切にし、多くの体験
を楽しみ、「やってみたい」、「やってみよう」と心を動かし学びにつながる保育をめざしています。

南比都佐幼稚園は、3歳児3名、4歳児7名、5歳児7名の小さな園です。
年齢の発達に合わせた活動と異年齢でふれあいながらの活動を、日々子どもたちは園内で経験しています。今年度は、滋賀
県教育委員会から指定を受けて、南比都佐小学校、こばと園とともに、保幼小の連携に取り組んでいます。

コスモス畑に行きました。
早速鬼ごっこやかくれんぼが
始まりました。

ハロウィンの仮装をして公民
館に出かけていきました。
「おやつをくれなきゃ・・・」

小学校の音楽会に参加し、大き
なステージで歌の発表をしま
した。

５歳児と５年生
がサツマイモを
栽培し、収穫後
クッキングも楽
しみました。

小学校と合同の運動会で、お兄さん、お姉
さんにもいっぱい応援してもらいました。

学習発表の「わたむき
フェスタ」に行きました。

隣接する小学校とさまざまな交流をし、優しく関わってもらっています。
いろいろな体験を重ね、自信にもつながっています。幼小連携を通して小
学校へのつながりがより滑らかになるように取り組んでいます。

西大路祭囃子保存会の方の演奏を
聞かせてもらった後、実際に体験
もしました。

それぞれの学年がお店屋さんを開店すると、お互いにお客さんになって、や
り取りを楽しんでいます。「おいしい」と一言添えてくれるのがうれしいね。
刺激を受けて、より楽しみたいという意欲につながっています。

小学校を身近に感じる体
験ができたり、一緒に1年
生になる他園の友達と遊
んだり、友達と遊ぶことの
楽しさを感じています。

小学校に行くのが、より
楽しみになってきます。

さまざまな人と関わることで、一人ひとりが違う存在であることを感じたり、優しくし
たりされたりして、一緒にいることを心地よく感じたりできるようになってきます。

地域にも積極
的に出かけ、地
域の方々との
関わりも大事
にしています。

七夕会にオカリナの
すてきな音色を聞か
せてもらいました。

まちのわだい

地域の自然や人と関わってワクワク

3・4・5歳児の関わり

他園・大人との関わり

地域の自然との関わり

小学校・こばと園
との関わり

小学校のお兄さん、お姉さんと一緒にワクワク

園庭から望む綿向山園庭から望む綿向山
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